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hTERT発現は HPに比べ SAで， p53発現は HPに比
べSA,TA, CISで有意に高率であった。 Ki-67LIはHP









1 ) Necessity of multiple gastric biopsies from dif-
ferent sites for detection of clarithromycinィesis同
tant Helicobacter pylori strains 
（クラリスロマイシン耐性ヘリコパクター・ピロ
リ検出のための胃の複数生検の必要性）
2) Characteristics and trends of clarithromycin-
resistant He/icobacter pylori isolates in Japan 























3. Activation of peroxisome proliferator-activated 





















4 . Wide-range visualization of compound nerve 
action magnetic fields in the human median and 























5. The adverse effects of sectioning the posterior 
cruciate ligament in rabbits 
Changes in the structural and morphological 






















6. Biomechanical analysis and quantitative analysis 

























7. Allogenic bone marrow derived mesenchymal 
stromal cells promote the regeneration of the 
injured skeletal muscle without differentiation into 
myofibers 
（同種骨髄由来間葉系ストローマ細胞は，筋線維へ
と分化することなく損傷骨格筋の再生を促進する）
夏 恒治
展開医科学専攻病態制御医科学講座（整形外科学）
損傷骨格筋組織の早期修復を目的として，組織工学
の技術を応用し，骨髄由来間葉系細胞を移植した。
Sprague Dawleyラットの前腔骨筋に部分断裂を加
えた筋損傷モデルを作成し，これにフイプリンを移植
した群と，フィプリンに包埋した骨髄由来間葉系細胞
を移植した群を作成した。移植した細胞は GFPラッ
トの骨髄から採取，培養し，付着細胞を回収したもの
である。術後は全群に FK-506を投与した。
術後3～84日の聞に機能的評価として総排骨神経
の電気刺激による等尺性筋張力を計測し，組織学的に
は横断面で再生筋線維の断面積を算出するとともに，
GFP陽性細胞の局在を蛍光顕微鏡と免疫染色で確認
した＝
この研究から，骨髄由来間葉系細胞は骨格筋損傷部
への同種移植により機能的にも組織学的にも早期再生
を促すことが確認された。しかしながら移植細胞が筋
線維へと分化した証拠は得られず，炎症細胞を介して
間接的に筋線維の再生を促進したと考えられた。
